
2024/12/10

1

人手不足の時代を生き抜くために

2024年12月10日

～賃金引き上げと
労働条件改善のための戦略とは？～

02

03

中小企業の現状
～抱えている問題とは～

労働条件（賃金）改善の
方法

賃金改善に活用できる
助成金とは

本日の
アジェンダ

01

04 これからの働き方に
求められること

両立ができる職場へ
（実例と助成金の紹介）05
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【自己紹介】

名前：渋谷 恵美 （しぶや めぐみ）

事務所名：しぶやめぐみ社会保険労務士事務所

仕事内容：社会保険労務士業

→社会保険労務士とは？

社会保険 × 労務 の専門家！

略歴：大学卒業後、１３年間食品の商品開発業務に携わる
出産を機に女性の働き方について悩み、独立を決意
2020年5月に独立開業

中小企業の現状
～抱えている問題とは～
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01 中小企業の現状

2024年版「中小企業白書」より

01 中小企業の現状

2024年版「中小企業白書」より
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01

2024年版「中小企業白書」より

中小企業の現状

01

2024年版「中小企業白書」より

中小企業の現状
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01

帝国データバンク「全国「後継者不在率」動向調査（2024年）」より

中小企業の現状

01

帝国データバンク「全国「後継者不在率」動向調査（2024年）」より

中小企業の現状
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01

2024年版「中小企業白書」より

中小企業の現状

01

令和5年雇用動向調査結果の概要より

○転職入職者が前職を辞めた理由（男性）

中小企業の現状
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01 中小企業の現状

令和5年雇用動向調査結果の概要より

01 中小企業の現状

【まとめ】
・人材の確保、育成は企業にとっては急務の課題

・人材を確保するためのキーワードとして「賃金の引上げ」が挙げられる
人材を確保したいと考える多くの企業が実施傾向にある

・その他のキーワードとしては「働きやすさ」が挙げられる
人間関係が良好で、仕事と家庭・プライベートを両立しやすい
環境整備が望ましい
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労働条件（賃金）
改善の方法

自社の賃金の実情を知ろう！

○法律は遵守できてる？

STEP1

・最低賃金法（富山998円、来年は？）
・労働基準法（時間外労働の割増比率等、基礎単価等）

ex）１ヶ月２１日、１６８時間の所定の場合

○最低賃金に含まれない手当・・・精皆勤手当、通勤手当、家族手当
時間外手当など

基本給 160,000円
通勤手当 10,000円
家族手当 30,000円
固定残業代 40,000円

計 240,000円

160,000円÷ 168時間≒ 952円

最低賃金割れ！

02 労働条件（賃金）改善の方法
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02

2024年版「中小企業白書」より

労働条件（賃金）改善の方法

大切なのは「先を見越した」賃金改善

02

厚生労働省リーフレット「令和７年４月１日から高年齢雇用継続給付の支給率を変更します」より

労働条件（賃金）改善の方法
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02 労働条件（賃金）改善の方法

「中小企業最低賃金引上げ支援対策費補助金（業務改善助成金）申請マニュアル」より

賃金UPの原資確保の手段を考えよう

03
賃金の改善

に
向けて

STEP2

原料費

人件費

その他経費

利益

02 労働条件（賃金）改善の方法

原料費

人件費

その他経費

利益

幅を大きくする
（値上げ）

原料費

人件費

その他経費

利益

コストを下げる
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○業務の改善・・・無駄な仕事はないか？

03
賃金の改善

に
向けて

ex）手作業で食器洗いで毎日60分残業 → 食洗器の購入
手で型に生地を充填 → デボジッターの購入

2人で1時間に600個
1個200円、時給2,000円

1個当たりのコスト
6.6円（3.3%）

○生産性が向上する取組み

0.5人で1時間に6,000個
1個200円、時給2,000円

1個当たりのコスト
0.16円（0.08%） 原料費

人件費

その他経費

利益

原料費

人件費

その他経費

利益

02 労働条件（賃金）改善の方法

02

2024年版「中小企業白書」より

労働条件（賃金）改善の方法
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02

2024年版「中小企業白書」より

労働条件（賃金）改善の方法

01

2024年版「中小企業白書」より

労働条件（賃金）改善の方法
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02 労働条件（賃金）改善の方法

厚生労働省「最低賃金引き上げを受けて

賃上げに取り組む皆様へ」より

賃金改善に活用
できる助成金とは
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生産性向上のための設備投資等（機械設備、コンサルティング導入や
人材育成・教育訓練）を行い、事業場内最低賃金を一定額以上引き上
げた場合、その設備投資などにかかった費用の一部を助成する制度

賃金の引上げ 設備投資等

〇業務改善助成金

03 賃金改善に活用できる助成金とは

設備投資にかかった
費用の一部を助成

03 賃金改善に活用できる助成金とは

○事業所内で最も低い時給相当額の社員の賃金を引き上げること
・入社3ヶ月を超えないの方は含めない
・地域別最低賃金との差額が50円以内であること

（富山でいうと1,048円以下）

○全ての社員を新しい事業所内最低賃金に引き上げなければならない
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03 賃金改善に活用できる助成金とは

「中小企業最低賃金引上げ支援対策費補助金（業務改善助成金）申請マニュアル」より

1,070円

1,050円
1,040円
1,030円
1,020円

1,000円

03 賃金改善に活用できる助成金とは

「中小企業最低賃金引上げ支援対策費補助金（業務改善助成金）申請マニュアル」より
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03 賃金改善に活用できる助成金とは

☆設備投資等要件

ex）機械設備（リースも一部可）、
コンサルティング、人材育成、教育訓練など

注）以下は対象外となります。
・単なる経費削減を目的とした経費（LED 電球への交換等）
・快適化を図ることを目的とした職場環境の改善経費（エアコン設置）
・通常の事業活動に伴う経費（事務所借料、光熱費等）
・交付決定日以前に導入又は実施した経費
・法令等で設置が義務付けられているもの
・申請事業場の労働者の労働能率増進が認められないもの

03 賃金改善に活用できる助成金とは

「中小企業最低賃金引上げ支援対策費補助金（業務改善助成金）申請マニュアル」より
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03 賃金改善に活用できる助成金とは

「中小企業最低賃金引上げ支援対策費補助金（業務改善助成金）申請マニュアル」より

03 賃金改善に活用できる助成金とは

事例1

【背景】

クッキー成型機を購入し
成型工程にかかる時間を大幅down

・業種は製造小売業（洋菓子店）
・クッキー成型には時間がかかるだけでなく、ある程度能力のあるスタッフでないと
うまく成型できないなど人員配置にも影響する工程であった
・生地の練り方によっては焼成時に穴が開くなどロスも発生

【効果】
・成型機購入で、経験の浅いスタッフでも対応可能に
・ロス率を低減させ、コストの圧縮に成功
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03 賃金改善に活用できる助成金とは

事例2

【背景】

除雪機と薬剤噴霧器を購入し
職員の満足度もUP！

・業種は障害福祉施設
・利用者に野菜等の栽培体験を行っていたが、夏場草むしり等に大幅な時間を
割いていた、また積雪時には職員が駐車場の除雪作業を行っていた
・女性が多い職場で体力的な負担も多かった

【効果】
・除草剤の散布を効率よく行うことで夏場の除草作業が大幅に削減された
・1～2人で短時間で除雪作業を行うことができ、体力的な負担も削減できた

03 賃金改善に活用できる助成金とは

事例3

【背景】

プリンターの購入で
業務の内製化に成功！

・業種は小売・卸売業
・商品にオリジナルのデザインや画像をプリントして販売していた
・自社のプリンターはプリントできる生地が限られ、その他は外注で対応
外注先とのやり取りに時間がかかっていた

【効果】
・現状使用できた生地へのプリントにかかる時間が削減
・作業を内製化したことで、工数だけでなくコストも大幅に削減できた
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これからの働き方に
求められること

01

2024年版「中小企業白書」より

中小企業の現状
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01

令和5年雇用動向調査結果の概要より

○転職入職者が前職を辞めた理由（男性）

中小企業の現状

01 中小企業の現状

令和5年雇用動向調査結果の概要より
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04

2024年版「中小企業白書」より

これからの働き方に求められること

04

2024年版「中小企業白書」より

これからの働き方に求められること
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04 これからの働き方に求められること

大切なのは「先を見越した」環境改善

押さえたい法改正①

「働き方改革」

厚生労働省リーフレット「『働き方』が変わります!!」より

04 これからの働き方に求められること

押さえたい法改正②

「パワハラ防止法」

厚生労働省リーフレット「「パワーハラスメント防止措置」が
中小企業の事業主にも義務化されます！」より
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04 これからの働き方に求められること

押さえたい法改正③

「育児介護休業法の改定」

※2025年4月より段階的に施行

厚生労働省「育児・介護休業法、次世代育成支援対策推進法 改正ポイントのご案内」より

04 これからの働き方に求められること

厚生労働省「育児・介護休業法、次世代育成支援対策推進法 改正ポイントのご案内」より
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04 これからの働き方に求められること

厚生労働省「育児・介護休業法、次世代育成支援対策推進法 改正ポイントのご案内」より

04 これからの働き方に求められること

厚生労働省「育児・介護休業法、次世代育成支援対策推進法 改正ポイントのご案内」より
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04 これからの働き方に求められること

厚生労働省「育児・介護休業法、次世代育成支援対策推進法 改正ポイントのご案内」より

04 これからの働き方に求められること

厚生労働省「育児・介護休業法、次世代育成支援対策推進法 改正ポイントのご案内」より
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04 これからの働き方に求められること

厚生労働省「育児・介護休業法、次世代育成支援対策推進法 改正ポイントのご案内」より

04 これからの働き方に求められること

事例１

【背景】
・業種は社会保険労務士業
・スタッフはパート社員
・年齢は３３歳
・近所に住む祖母が病気で倒れるが、娘（スタッフの母親）の言うことは聞かず

孫が言えばしぶしぶやるといった状況（介護との両立を申し入れ）

在宅勤務 ＋ フレックス制度の活用

祖母が病気で要介護状態に！
孫が介護制度の利用を申し出。
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04 これからの働き方に求められること

事例２

【背景】

孫が白血病に。
パパとママ、祖母が協力して子供を支援

・業種はパン屋さん
・スタッフはパート社員
・年齢は６５歳
・近所に住む孫（小１）が白血病で⾧期入院。

付き添いが必要であり、娘が退職を検討。

パパは有給取得、ママと祖母が交互に介護休業を取得

04 これからの働き方に求められること

○育児・介護離職を防ぐためには「事前の準備」が
絶対的に必要！

・育児休業はもはや「当たり前」の制度（整備は必須）
・介護はいきなり来る（育休との違い準備期間がない）
・介護は「おめでたくない」話（積極的に言わない）
※介護の性質を念頭に置いておく

・・・すすめるべき準備として
・仕事と育児介護を両立できる制度を運用ベースまで持っていく
・心理的安全性が守られた職場づくりを心掛ける
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04 これからの働き方に求められること

〇失敗することも多い育児介護休業制度の導入・・・

・ただの「しわ寄せ制度」になっていないか？
・休業者本人と周りの同僚が「WIN-WIN」になることを目標とする

例）子の看護休暇、介護休暇の有給の有無
育児世代・介護世代のテレワークの義務化の可否

・そもそも導入が難しい状況がないか？
（⾧時間労働がある、休日出勤が多いなど）

他のスタッフへの待遇も併せて考える（配慮編）

04 これからの働き方に求められること

まずは同僚が理解をし、周りが受け入れられる体制づくり

・そもそも育児・介護休業などの制度を理解しているのか？

（規則に定めただけでは「周知した」とは言えない

・制度を入れることでどんなメリットがあるのか？

（社員には損得感情がある）
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これからの働き方に
求められること

05 両立ができる職場へ（実例と助成金の紹介）

厚生労働省「2024（令和６）年度

両立支援等助成金のご案内」より
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05 両立ができる職場へ（実例と助成金の紹介）

厚生労働省「2024（令和６）年度

両立支援等助成金のご案内」より

05 両立ができる職場へ（実例と助成金の紹介）

厚生労働省「2024（令和６）年度

両立支援等助成金のご案内」より
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05

事例 従業員3人の会社で男性育休を取得
助成金と制度をうまく活用して乗り切る！

工夫①
助成金の要件である「業務の棚卸」を行い、業務の効率化を図った

工夫②
新設された「産後パパ育休（出生時育児休業）」の制度を最大限に活用

工夫③
スタッフ全員で育休取得を支援

05

工夫① 例）スマートフォンなどの商品の引き渡し作業

→引き渡し作業は when お客様のご希望日

who 窓口スタッフ

how 指定された日時にあわせて商品の準備

窓口のすいている時間帯に引き取り時間を奨励しても
良いのではないか？

窓口のすいている時間に引き取り作業を集中させる
ことで時間コストの削減を達成、他の作業ができるように
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05

工夫② 出生時育児休業の「休業中に就業することが可能」を活用

週明けや月末などの業務の繁忙日に出勤の申し出があった。
おかげで、業務をスムーズに回すことができた。

取引先にも
育休取得を周知、
協力をいただいた休業開始

出勤 出勤 育休

出勤 育休

出勤 育休

05

工夫③ みんなで育休取得に向けてがんばろう！といった雰囲気づくりを創出

・社⾧からのスタッフへの落とし込み
・「上司が取得できるなら自分なんて両立は容易だ」と思わせることで

安心して働ける職場づくりに貢献

・「上司がいなくても頑張る」という気持ちが部下に芽生え、業務スキルの
向上にもつながった

・みんなで「育休を取得してもらおう」と一致団結したことで、より良い
関係性を構築できた

・「人が休む」ことへの不安感を払しょくできた
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ご清聴ありがとうございました
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